
Ⅱ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

の手引き 

学習
がくしゅう

を効果的
こうかてき

に 行
おこな

うには、授業
じゅぎょう

を大切
たいせつ

にすることが重要
じゅうよう

です。その授業
じゅぎょう

での

理解
り か い

を高
たか

めるためには家庭
か て い

学習
がくしゅう

が不可欠
ふ か け つ

です。学習
がくしゅう

環境
かんきょう

を整
ととの

え、決
き

まった時間
じ か ん

に

決
き

まった場所で計画的
けいかくてき

な学習
がくしゅう

を進
すす

めていけば、授業
じゅぎょう

への姿勢
し せ い

が意欲的
いよくてき

になり、効果
こ う か

が上
あ

がります。 

予習
よしゅう

をすることで、次
つぎ

の授業への課題
か だ い

意識
い し き

が生
う

まれ、より意欲的
いよくてき

に授業
じゅぎょう

に参加
さ ん か

でき

ます。また、授業
じゅぎょう

で理解
り か い

したことを家庭
か て い

でもう一度
い ち ど

復習
ふくしゅう

することで、しっかり身
み

に

つけることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは、上
うえ

のように予習
よしゅう

→授業
じゅぎょう

→復習
ふくしゅう

の学習
がくしゅう

サイクルをしっかり身
み

につけることが

大切
たいせつ

ですが、他
ほか

にも自主的
じしゅてき

に、授業
じゅぎょう

を通
とお

して出
で

た新
あたら

しい疑問
ぎ も ん

や興味
きょうみ

を持
も

ったことを、

「図書館
としょかん

」「インターネット」「新聞
しんぶん

」などでも調
しら

べてみましょう。新
あたら

しい発見
はっけん

がある

かもしれません。また、授業
じゅぎょう

で身
み

につけたことは生活
せいかつ

に生
い

かすことも大切
たいせつ

です。 

ここでは、無理なく
む り な く

家庭
か て い

学習
がくしゅう

を続
つづ

けるための３つのポイントを紹介
しょうかい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 習（例） 

・教科書
きょうかしょ

を読
よ

む。 

・わからないところに印
しるし

をつけてお 

く。 

・漢字
か ん じ

や単語
た ん ご

の意味
い み

調
しら

べをする。 

・習
なら

っていない計算
けいさん

などを自分
じ ぶ ん

で１回
かい

 

やってみる。 

 

 

授 業 

・予習
よしゅう

でわからなかったところは、特
とく

 

に重点的
じゅうてんてき

に理解
り か い

するようにする。 

・質問
しつもん

をする。 

・授 業 中
じゅぎょうちゅう

に覚
おぼ

えられることは、覚
おぼ

え 

るようにしておく。 

 

 

 

復 習（例） 

・授業
じゅぎょう

で学
まな

んだところをもう一度
い ち ど

ノ 

ートにやり、授業
じゅぎょう

の内容
ないよう

をしっか 

り定着
ていちゃく

させる。 

・習
なら

った漢字
か ん じ

や公式
こうしき

や用語
よ う ご

ついて意味
い み

 

を考
かんが

えながら何回
なんかい

も書
か

いて覚
おぼ

える。 

・練習
れんしゅう

問題
もんだい

をやってみる。 

 

 

ポイント１：家庭
か て い

学習
がくしゅう

時間
じ か ん

は、「学年
がくねん

(5,6年生
ねんせい

)×10分
ぷん

＋10分
ぷん

」が目標
もくひょう

です。 

『「平凡
へいぼん

」の繰
く

り返
かえ

しが「非凡
ひ ぼ ん

」になる。』学力
がくりょく

向上
こうじょう

も一朝一夕
いっちょういっせき

にできるもので

は ありません。毎日
まいにち

毎日
まいにち

の小
ちい

さな積
つ

み重
かさ

ねによってのみ、大
おお

きな実力
じつりょく

となって身
み

に付
つ

いてきます。5年生
ねんせい

＝60分
ぷん

、６年生
ねんせい

＝70分
ぷん

が家庭
か て い

学習
がくしゅう

の目標
もくひょう

時間
じ か ん

です。きつ

い時
とき

もあると思
おも

いますが、できるだけ目標
もくひょう

に向
む

かって努力
どりょく

してほしいと思
おも

います。 

ポイント２：規則正
きそくただ

しい生活
せいかつ

をする。 

  ①決
き

まった時間
じ か ん

に寝
ね

る・起
お

きる。 

 ②朝 食
ちょうしょく

を食
た

べる。 

 ③余裕
よ ゆ う

を持
も

って登校
とうこう

する。 

 ④テレビやゲームなどの時間
じ か ん

を決
き

める。 

ポイント３：学習
がくしゅう

意欲
い よ く

を高
たか

める。 

 ①前
まえ

の自分
じ ぶ ん

よりできた、できるようになりたいと思
おも

う。 

 ②将来
しょうらい

の夢
ゆめ

を持
も

つ。（なりたい職 業
しょくぎょう

について考
かんが

える、志望校
しぼうこう

を決
き

めるなど） 

 ③具体的
ぐたいてき

な目標
もくひょう

を持
も

つ。（○○ができるようになる。テストで○○点
てん

をとるなど） 

 ④まず、これだけは誰
だれ

にも負
ま

けないという得意
と く い

教科
きょうか

をつくる。 


